





Design, Floor Planning, and Assembly Hall Roof Truss of the Second Provisional Diet 




　　The Japanese Provisional Diet Buildings were used for over 46 years until 1936 when the 
present Diet Building was completed. The Provisional Diet Buildings were built four times, in 
1890, 1891, 1894, and 1925 and they were all made of wood. 
　　This paper focusses on the Second Provisional Diet Building (1891-1925). Using the extant 
plans, related documents, newspaper articles and pictures, the author examined to deduce what 
the Second Provisional Diet Building inherited from the First Provisional Diet Building (1890-
1891) and what was newly adopted. 
　　The results obtained are as follows.
　　The installation of brick firewalls in the Second was a priority because the First, which did 
not have them, burnt down only 2 months after completion in 1890.
　　The same style of German roof frame as the First building was used for the roof truss of the 
Second. The wide attic space provided by the German roof frame improved lighting to the 
assembly room. The scale of the assembly hall of both buildings was the same. This may be 
because German architects who had experience working on the first building project were also 
involved in the second project. 
　　There was no tower in the central part of the First building, though it had been included in 
the plans. The idea was realized in the Second.
　　The Second was larger than the First, but in both buildings, the location and scale of the 
octagonal front door hall, the oblong hall and the assembly hall were identical. Also the location 
of the Emperor’s temporary space on the 2nd floor, the terraced arrangements of meeting seats, 
and the direction of the meeting seats facing the chairman’s seat were all unchanged.
　　Thus the Second building inherited many elements from the First, but the glass installed on 
the renewed coffered ceiling of the assembly room improved the lighting and the acoustics, many 
rooms were expanded as required, and the view of the assembly seats was improved by making 
the floor inclined. 









現在の国会議事堂が竣工した昭和 11（1936）年まで 46 年間続き，その間に計 4 棟が建てられた。以
下，建設順に紹介する3）。
・第一次仮議事堂： 明治 21（1888）年 6 月着工〜明治 23（1890）年 11 月竣工，明治 24 年 1 月焼失。
・第二次仮議事堂： 明治 24（1891）年 4 月着工〜同年 10 月竣工，大正 14（1925）年 9 月焼失。
・広島臨時仮議事堂： 明治 27（1894）年 9 月着工〜同年 10 月竣工
・ 第三次仮議事堂： 大正 14（1925）年 9 月着工〜同年 12 月竣工，昭和 11（1936）年 5 月開会の第 69
回議会まで使用。









　第二次仮議事堂は明治 24（1891）年 4 月 28 日に































14（1925）年 9 月 18 日に，失火から焼失。
































図 ６　第二次仮議事堂・2 階平面図： ①外国貴賓室，②各部属室，③便殿，④皇族室，⑤大臣室，⑥傍聴人控所，
⑦特別委員室，⑧常任委員室，⑨談話室





































　第 20 回帝国議会は明治 37（1904）年 3 月に，































　傍聴席については，『世界の議事堂』12）に修繕後のものが掲載されている（図 13）。修繕前の 2 階平








（修繕工事前： 図 5 の右下部分を拡大）
図 12　第二次仮議事堂・中央玄関車寄せ周辺
（修繕工事後： 図 7 の右下部分を拡大）
─ 8 ─
・貴族院の委員課室（図 7 の A）を拡張し暖炉を増設する。
・同院の議長付属室に T 字形廊下を新設して議場への出入りを便利にする（図 7 の B）。
・衆議院の議長室に間仕切りを入れ，議長ならびに書記官長の執務室に改造する（図 7 の C）。
・ 同院の傍聴人通行階段を撤去し貴賓応接室とする。階段を移設した部屋に間仕切りを入れて，議員
応接室とする。











チーツエは Ottokar Tietze と綴るので，以下カタカナ表記ではオットカー・チーツェとする。チー
ツェ（1858〜1911）はドイツ人建築技官で，わが国の官庁集中計画に携わったとされる人物である16）。



























同校を中退して明治 15 年にニューヨーク州コーネル大学建築学科に編入する。明治 17（1884）年に




























































間口方向は最長で約 140 m に対して，第一次のそれは約 128 m である。建坪（本館のみ）については，

























　部屋の拡張については，例えば第一次の部室（第一局，第二局と呼称）は 17.523 から 17.654 坪，常
任委員室は 10.94 から 17.654 坪であるのに対して，第二次の部室（第一部，第二部と呼称）は 25.476
から 27.095 坪，常任委員室は 20.787 から 25.983 坪であり，5 割ほど大きくなっている。
　天井裏には 1500 燭の電燈を 2 台設置したという。燭
しょく
とは昭和 23（1948）年以前に用いられていた
光度単位で，東京電燈株式会社が明治 23（1890）年 4 月に発行した「電気燈案内」によれば，「此電
燈は八燭力より十燭力十六燭力（略）百燭力等段〻の種別ありて大なるは千燭力以上のものあれども
通常の室内用には多く八燭力より十六燭力二十燭力を用ひ」とある25）。
　通常の室内用は 8 から 20 燭ということから，
1500 燭の光度はある程度想像できる。その光が











図 1９　防火壁の箇所（図 5 に黒塗り，一部加工）





議事堂』に掲載された議場の勾配を示す図版（図 23）から，約 2.2 寸勾配（2.2/10）で，第一次の約 2
倍の傾斜がある。



























　まず屋根の傾斜は，写真（図 24）から割り出すと約 6.3 寸勾配（6.3/10）である。次に議場の梁間に
ついては，『世界の議事堂』に「長方形議場の割合其容積の比較」の表があり，第二次仮議事堂議場
の高さ，幅（桁行），そして長さ（梁間）の比を，1：2.98：2.25 とする31）。この比率から桁行と梁間
の比は 1.32：1 となり，平面図に記載された議場坪数（142.205 坪）に一致するように計算すると，梁
間は 62.28 尺（18.87 m），桁行は 82.20 尺（24.91 m）となる。
　図 22 は貴族院議場の梁間方向の断面図である。ガラス天井までの展開図は詳細に描かれているが，
同天井から上の小屋裏は一部のみが知れる程度である。

























・ 棟木から鼻母屋（軒桁）までの垂木（合掌）の長さが 4.5 m 以上の場合は，母屋が必要で，母屋と










の控梁が造る天井を基準に（図 25），そこから 6 尺（数尺）下に鉄棒（タイバー）を挿入したというの
が筆者の解釈である。






約 51.5 尺（約 15.6 m）となる。
　このような前提で，第一次仮議事堂（図 25）に倣って図 22 に記した部材②の上に新たに部材（斜
柱）を追加する。その斜柱を部材①と同じ角度で延長して合掌との接点に母屋を置く。結果的に合掌














間）の比を，1：2.98：2.25 と紹介した。この比率によれば議場床からの天井高は 8.36 m となる。念
のため，図 22 で同様に床からの天井高を求めてみる。同図における議場の高さと長さ（梁間 18.87 m）
の比は約 1：1.7 であり，そこから天井高は約 11.1 m となる。書籍に掲載された図面（図 22）には精
度の問題はあろうが，天井高が 8.36 m と約 11.1 m では違い過ぎる。
　この天井高の違いを，屋根勾配を算出するために使用した図 24 で再度検討してみる。同図でも正
確な数値は期待できないが，1 階の土台の上（床）辺りから棟までは約 21〜22 m である。また，図




































・ 第二次仮議事堂の修繕工事は 3 年度にわたり，その工事範囲は本館背後の建物では建坪の 5 分の 1，






 1）  堀内正昭：『ブックレット近代文化研究叢書 10　初代国会仮議事堂を復元する』，昭和女子大学 近代文化研
究所発行，2014




 2）  歴代の仮議事堂の呼称は，例えば『帝国議会議事堂建築報告書』では第一回，第二回，第三回とし，『目で
見る議会政治百年史』では第一次，第二次，第三次とする。本稿での呼称は後者とする。これらの文献の
詳細は 3）を参照のこと。
 3）  仮議事堂の沿革については，次の文献を参照。
 営繕管財局編纂：『帝国議会議事堂建築報告書』（非売品），昭和 13 年
 衆議院 参議院編集：『議会制度百年史─別冊─目で見る議会政治百年史』，大蔵省印刷局発行，1990
 4）  広島市文化財団広島城編集：『企画展 日清戦争と広島城』，広島市市民局文化スポーツ部文化財課発行，
2011（初版 2009），p.50




























22） 「両議院新旧構造の比較」，（東京朝日新聞 1891 年 10 月 22 日付）
23）  仮議事堂の建坪は文献によって様々である。ここでは『世界の議事堂』（前掲書，p.13，p.90）を参照。
24） 「新築議事堂と旧議事堂の差異」，（読売新聞 1891 年 8 月 23 日付）
25） 東京電燈編集発行：『東京電燈株式会社開業五十年史』，1936，p.39
26） 大林組編著：『復元と構想　歴史から未来へ』，東京書籍，1986，pp.132-141
27） 「議事堂の音声」（東京朝日新聞 1890 年 12 月 12 日付）
28） 「議会仮議事堂」（東京朝日新聞 1890 年 3 月 9 日付）
  なお，『世界の議事堂』（前掲書，p.68）には，第二次仮議事堂の傍聴席は，貴族院 565 人，衆議院 718 人
との記載がある。
29） 「議会議事堂建築の模様」，（東京朝日新聞 1891 年 5 月 7 日付）
30） 「国会仮議事堂」（東京日日新聞 1889 年 4 月 25 日付）
31） 『世界の議事堂』（前掲書），p.33







34） 「議事堂工事の模様」（東京朝日新聞 1891 年 8 月 19 日付）
35） 註 26）に同じ，p.140
図版出典








図 16　日本建築士会編：「日本建築士」，第 20 巻 第 1 号，1937 年 1 月
図 26　滝大吉：『建築学講義録 巻之二』，建築書院，1896
図 27　筆者作図
 （ほりうち　まさあき　　環境デザイン学科教授・近代文化研究所所員教授）
